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平成19年度の独立行政法人農業環境技術研究所

評議会が４月26日に農環研において開催されまし

た。評議会のメンバーは以下の通りです。

【評議員】木村眞人（名古屋大学大学院生命農学

研究科教授）、古在豊樹（千葉大学学長）、永田　

徹（前茨城大学農学部教授）、藤原俊六郎（神奈川

県農業技術センター副所長）、松永和紀（サイエン

スライター）、山崎洋子（NPO田舎のヒロイン・

わくわくネットワーク理事長）、大塚柳太郎（（独）

国立環境研究所理事長、書面参加）、堀江　武（（独）

農業・食品産業技術総合研究機構理事長、書面参

加）、鈴木和夫（（独）森林総合研究所理事長）、秋

山敏男（（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水

産研究所長）、末松広行（農林水産省大臣官房環境

政策課長、書面参加）

農環研理事長挨拶の後、平成18年度評議会にお

ける指摘事項とそれに対する対応および平成18年

度の農環研業務実績について、研究統括主幹と課

題担当研究コーディネータから報告があり、内容

に関する質疑、総合評価の後、各評議員から講評

をいただきました。主なものは以下です。

● 長い時代の中での研究の位置づけは難しいが、

価値が見える形にする必要がある。

● 積極的に世間にアピールし、世論を変えていく

ような姿勢も大事である。

● 普及に移しうる成果の材料となる成果をもっと

掘り起こす必要があるのではないか。

筑波農林団地では、昨年まで科学技術週間に伴

い毎年水曜日に行っていた研究所の一般公開を、

本年は金曜日（４月20日）の開催として実施しま

した。

農業環境技術研究所では、実施計画の検討にあ

たり、サブテーマを「来て　みて　ためして　聞い

てみよう」とし、所内に体験・実演型の企画を募

集し実施に臨みました。

当日は、①地球温暖化と農業の関係を探る（展示・

実演）、②ミクロの世界を探る（体験）、③農業環

境100年の変化を探る（体験）、④ミニ講演会「カ

ドミウムで汚染した土壌を修復する技術」「農業環

境に生息するかびの力〜良いかび、悪いかび、普

通のかび？〜」、⑤農業と環境に関わる様々な標本

展示「身近な植物の紹介」「農業環境インベントリー

展示館」、⑥野菜の収穫体験の各コーナーで来訪者

の皆様をお待ちしました。来訪者数は1300名近く

にのぼりました。また88％の方にアンケートに協

力いただき、その80％の方から ｢良かった｣ と回

答をいただきました。アンケートには今後に生か

すべきご指摘等も忌憚なく記されていましたので、

来年以降に役立てていきたいと考えています。

平成 19 年度評議会の開催

（広報情報室広報グループ）

（企画戦略室　安田　耕司）

平成 19 年度農業環境技術研究所一般公開
〜未来につなげよう安全な農業と環境〜

印刷　（株）高 山

農環研ニュース　No.75　平成19年7月30日
発　　行　独立行政法人�農業環境技術研究所　〒305-8604�茨城県つくば市観音台３-１-３
電　　話　029-838-8197（広報情報室　広報グループ）
ホームページ　http://www.niaes.affrc.go.jp/

1�


	所内トピックス
	平成19 年度評議会の開催
	平成19 年度農業環境技術研究所一般公開〜未来につなげよう安全な農業と環境〜




